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The absorption from the obstructed small bowel and the gastrointestinal 
movement in that occasion were studied using isotopes (P32. Na24, I山一caseinand 
I山一oliveoil)and the abdominal resin window. The test meal was introduced 
directly into the bowel near the obstructed lesion and its absorption rate was 
estimated. Moreover, the absorption after the removal of the obstruction was 
investigated. Dogs were used in al experiments. 
The results were as follows: 
1) The absorption from the intestinal canal above the obstructed portion 
was worse as compared with the normal control, and the higher the site of 
intestinal obstructions, the worse the absorption. But, in the experiment using 
Na~＇， the regional difference of the intestinal absorption was not observed in 
the intestinal obstruction at any part of small intestine. 
2) When the test meal was administered below the obstructed lesion, the 
increase of the radioisotope blood level was rapid, but its absorption rate was 
lower than normal control and the change of the blood level was not recognized 
as time elpsed. 
3) The intestine stood stil immediately after the establishment of the 
obstruction. The intestinal movement, was restored after 4 5 hours and the 
blood radioisotope level increased in parallel with ils activity. 
4) When the obstruction was removed 15 18 hours after the construction 
of tl-,e experimental intestinal obstruction, the blood level was increased within 
4-5 hours after i匂 removal.
5 J The absorption above the obstructed lesion 15 hours after the construction 
of the obstruction became apparently worse and the absorption below the lesion 
decreased markedly. 
6) The whole period of the intestinal obstruction was divided into three 
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s1:ages for convenience, namely, early, advanced and the late stage. When the 
test meal was ingesi:ed into the intes'.:ine above the obstructed les~on of the 
small intestine, the atsorption in the early stage was comparatively better, but 
it became less in the advanced or the late stage, while, tl:e al::sorption below 
the otstructed lesion was bad in general and the change of the rate of the 
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ゼイン， I131 傑織オレ フーiltは当教室にて合成したも
のの中， lOOμcを使用す．以上の諸積のアイソ トー プ
を経図的にゾンデにて胃内に注入し，伏在静肱よ り迫
時的i乙1.()cc宛採血した．採血時間は5分， 10分， 15 
分， 30分， 1時間， 1時間30分， 2時間， 2時間30分，
3時間， 3時間30う・｝. I!時間， 5時間， 6時間． 8時
間， 10時間， 12時間， 15時間， 181寺岡， 21時間， 24時
間後lこ行ったが， :¥';1 "' ！士半減民］の短いことを考慮し
て，採JfrLは121J!}li"i］後迄とした．小腸間本l!j-，閉塞部の
上下に於ける吸収’J：験；こは＇ 1山 lQμcを休温度の生理







管を 5QQccの生理的食邸付こて洗粉、し， 1 ccのc.p.m
を求め．且ll中山びl腸内符のJI既存主燐：－， Gomori2＇の変













イソトープfi'.lはPl町次上＇i-'＇！：示し， 8 II与閥］~弓＇ J2 11寺聞に














吸収速度は不良であり 6時間後に於て.1397ピ p.m 次滅弱の傾向を示す．尚，対照として示されたもの
を示し一応血中濃度は安定， 12時間値は1625c.p.mと は，正常空腹時lζ於ける 113ーカゼインの｜吸収曲線で、
なる．剖検の結果関本的立トライ ツ下220cmにし ある．
て，上部腸管全長．特lと｜川本直上部附近には1m汁様思 d, pa1ー オレーフ油の吸収
臭ある液体；シ充1)',jす．対照として示されたものは，正 教室の増田が合成した 1131庶織オレーフ泊を用いて












fこ. ~＂· ll8, ~o. 121共にrfl中出現遅く，漸く30分




てiOOc.p. mとなり， :¥o. 121もろが237c.p. mを示して
居る. 6 時間乃至 8時間後には腸＇i~＇運動は更に強烈と
なり .1分間10乃至13聞を数える様になると．血l中1;'J皮
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も， 5時間迄62c.p. m に止り，其の吸収速度は遅い
が， 5時間乃至6時間頃より胃運動が見られ， 10時間
前後より腸管運動が梢活溌にとるに及んて＼吸収：mち




吸収は不良にして. Ji~高23/<'. p. m を示すに止った．




















































15では1時間後34,c.p. m, 3時間後187c.p. m, 8時
聞に於て24lc.p. m となり以後も漸憎し， 24時間f自に
於て105Qc.p. mを示して居る．叉， No.11 lこ於ても
1時間fol5Qc.p. m, 3時間後に於て135C.p. mを示し
以後漸喝し， 12時間前後より梢急激なる血中fil'Iの附加



































24.9c. p.mを示！＿， 以後漸附するも280c. P・ m程度の
血中値を保持す．
~リ. 108, No. 109も亦共に30分後より血中に出現した
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e.小括
中vi.山コ足時の l ＇リ J の 111~1／ ＼（ （土 flI位I羽盛時の1吸収より更
に惑し吸収速度，吸収品共に不良であり恥高値も11
OQc. p. mf-[ !I ｛~＇.で‘ある．
:-\a2•では 1 時間 f11'i17Qc. p. m, 3 I寺岡69Qc.p. mを示




収「it：：犯にl抄く， 6時間jこて最高となり 50Qc.p. mの
血中似を示すが． 以後は同等の.rftヰtfil：令保つ．
J131 - ・o1－レーフ油も.'U!Iこ吸収日少く， il!:高値も 200











例共に5QQC.p. ffi前後のJfl中日ぞ保って居る. ~j[,IJ~－J 
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図 8
b N川4の吸収
図2の如く＇ 30けに28Qc.p. m, 2時間役：二 520ι．
p. m を示し， 其の 後は程度のJ血中日DWI加を続け．
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No. 161, No. 162共に注入後より速やかなる血中
ほの憎加を示し， 10分後にはNo.161（て於て1724C.P・ 
m, No. 162では1289c.p. mとなる．更に30分備では
No. 1611土2153c.p. m, No. 162に於て 2359c. P・ m 
の高値を示す．以後は軽度の上昇を示し. 3時間にて
最高値となり， ".'¥o. 161, No. 162の両例Jl<fこ3QQQC.
p. m程度となり，以後一皆干の血中値の哨減あるも，
Ifl中山「J:i'.I土附々 ・tiTl日を示し， 10時間航に於て2900c. 
p. m乃至303Qc.p. mのIfil中備を維持して居る．
~”。，，，
， Fーよ一一·－ー~ ニー’~ － NO ・.，3伺h ι ’ ~、 ～「~＂＞－ て
ノ:_;yy 、えニーぷ／附＂＇
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d. 1"1＿オレーフj自の吸収 図12の如く， No.159, No. 160の両伊iJ勺二略同様な
No. 155は注入30分後lと於て 283c.p. mを示し，2 る吸収曲線を示し，其の.rfil中｛位の上昇は頗る速く， 30
時間30分後65Qc.p. mで最高値となるが，］｜；の後はJfrt 分役：こ210Qc.p. m 乃至220Qc.p. mを示す．以後一時
中濃度の減少が著しく， 10時間fu'tでは16Qc.p. mを示 的t乙減少あるも，2時間頃より7i}U、削減i：繰返しつつ
すが，以後円びi／箆度のt~J加を示し，最終値の24時間後 81寺閥｛il'Iは23QQc.p. m乃至25QQc.p. mとはり， 10時








"ol任 、 . , - ーー 一ー 一一同l’l『’． ♂ ー .ーNO153 
同＼υへ＼ブ、 ーー一－--－ － －~~＂＇ 示 、 J NO l目、泊 でー三－ c. - cc ......ー ー一一一副0"' 














.~l!.lh ， 其の後は急激なる血中iW.!皮の増加を示し， 2時




図14の如く， No.154は30分後5QQC.p. ffi, 1時間
{[(i59Qc. p. m となり最高を示すが，以後は漸次減少を
来し， 12時間他では127c.p. mを示し最低となるが，
以後再び程度の附加ありて， 24時間後では 193c.p. m 
の血中値となって居る． 丸 No.153は， 30分後263C.






昇が見られる．叉，:l¥a＂の 場合 も1:：入江げを tり血中 中位閉塞時tこ於ける阪収は P＂では，試料投与後．
量の憎加が著明で，約2時間後tζ最高値に遥して1日 凪l中値の上昇は甚Tご早く l'.i'j｝後K985c.p. mを示し，
る．之は対照が4時間乃至5時間後に最高にj主するの 以後明滅あるも]'.il!j／淘頃より血中波度は略々一定とな
に比べて更に速やかであり， l!fJ塞上部腸管内への注入 る.Na＂＇の場合も亦，投与直後より fil中値の上昇あ
群と比較して，其の吸収曲線には大なる相違が見られ I) , 21QQc. p. m乃至23QQc.p. mの血中濃度を維持
る・ する.131ー カゼイン， pa1ー オレーフ油の場合も殆ど





a. P'＇二の吸収 く不良である．閉塞上部l腸管よりのl内収の様な． 閉塞
図11の如く， i¥o. 149は血中出現及び吸収ti）述内：ま の部位的関係による吸収益の相違は，閉塞下部注入の
甚だ弔く，注入15分後己に985c.p. mを示すが＇ 1時 場合は見られず，低位，中位閉塞~t ~乙吸収量は殆ど等
間後には513c.p. m lこ減少して居る．以後上自滅あるも しい．
15時間頃よりJfrt中（［白は略々 安定し， 813c. p. mを示 c）小腸高位閉塞時
し，24時間的に於ても85Qc.p. m の1frt1:f1;1；~1JI ヰHiff~持し a. p:ロの吸収
て居る． 同mこ示す如く， No.148はl:J',J役より怠u政なる血










No. 131, No. 134共に同様曲線を示し， 5分後より
血中出現を見．以後漸憎の傾向を示すが， 10時間乃至
12時間後より吸収霊は急速に増大し， 15時間にて 600
c.p.m～1100 c. p. mを示す．閉塞造設，試験食投与
後18時聞にて解除術を行う．解除後1時間乃至2時間
後に血中値は漸次増加の傾向を示し， 27時間後， apち
















は620c.p. m を示し. 1時間30分後』とは度低となる




の上昇は非常に速やかであり， 5分後には 1437c.p. 
mとなり， 30分後には 2578c.p. m の高血中値を示
す．其の後も漸僧を示し， 5時聞にて略々最高値とな
る.No. 158も5分後1446c.p. mで・其の血中値は No.
157と殆ど等しいが，其の後は30分値187lc.p. mで，
前者に比べ血中値少く， lOl時間値も 2507c.p. m とな
って居る．
c. I 
図13！二示す如く， 2例共に30分後には， 2s1c.p. ml~ 






め， 30分2s1c.pm, 1時間 535c.p. mを示し， 2時
間30分後には辰高となるが，以後は漸次血中量は減少
し12時間値は168c.p. m lこ低下するも， 24時間後では
30oc. p. m と梢増量して居る．
叉， No.151は， No.152~こ比べ著しく吸収良好で10
分値33Qc.p. m, 30分後に於ては 649c.p. mの血中値
あり，最高値は3時間後であり83lc.p. mを示して腐
る．以後は血中値は減少し， 24時間後では 500c.p. m 
程度の血中濃度を維持して居る． B. 1a1ー カゼインの吸収
図16の如く， No.124, No. 126共に30分後より血中
に出現し，以後漸増しつつ， 8時間後には略々最高値
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A=SPECIFIC ACTIVITY= f,"2count/miniC 
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No. 23, 10. 8kg，♀ 
剖検所見 il.!i·rn~部はトラ 4 ツ下195cm.
着色範囲， 15cm著明， 5cm淡く着色．







詰｝主i I I 
紫｜入JDOGI __ ·＼＿~~ ！一人三三一｜吸収率
制 ！NO . pa2 I pai i}・{ pa2 I pオ<i;I ／~· / (%) 位位 .1 I I 
ぞI20 s2 53 i. 54/311916. 111 569. 41o. 27 
1fllムI I i ! I 
;:r,11 30 .5727, 162 35. 3 16oo:s. os1 315 I i. 2 
閲｜直｜ J.7 1・2291 n. 20.s Iよ出1.8~ 1 戸工 1 9.2 
下I25 I 989 n 36. 6 1159013. 3 I 481. 81 7. 59 部I. I I i I ! I 
制 31 2756 53 52. 0 12546 3. 85 661. 31 7. 86 
1 16 301! iz! 25. 3 l272Z'l. 32,2062. l 1. 22 
末｜直I I ' I I I 27 259 50 5. 1 13809 8. 25 ~ 461. 71 1. 1 
端｜上I29 ,1959 18・ 63. 6 12叫 5i 870 17. 3 
部I32 'n6 65 6. 1! 927;3. ss 261 I 2. 4 
部｜聖｜ヲJ;51 i百五引mi1;g必司王~


















No. 54, 10. 3kg，♀ 
{i］検jこて19cmにEり着色著明．

























































着色範囲，zocmNo.49, 7. 3kg，♀ 




DOG! λ 日 ！ λ EX 1吸収率l注入
No I p•2101i\r；~~I司五日J;J (%) Ir時期
56 1660 891 18. 6.'i , I I 
I 21 I .1n 7 i. 71直ι二；I: : ~：~；：，，：：，1 ：；~I :i後
34 i 6:57 78 8. 4 10り95. 51 183. 41 4. 51中
63 18リ：； 12り15.0 317212. 71 249. QI 6. 71 
22 ' 803' 23, 34. 9 1337[ 3. 31 405. 21 8. 6；期
七日＇1001－：お示直iT:~I-:-
71り 931 7. 63 2:i98 9. 51 273. Ci 2. 7 
51 ' 677 1251 5. 4118川 1s. ol 105. o! 5. 21則
I.閉塞下部腸管への注入
a.閉塞直後の吸収



































Xけ.58, 8. 2kg，♀． 































No. 89, 9. Okg，♀． 
閉塞48時間後，腹窓視野には上方に閉塞部，其の下
方に3条の小腸を見るが，運動は少い．
表4. ［：！｛·］！；＜~ 同 11）［卜＼刊1ル.）（：，＇への p32注入例
DOG I A IN ' λ EX 11没収 1~11::i:入
NO jpaz1pa1 ［ ~i~~~I p出 lP"' c~r ｝~· l (%) I時期~ 1：~n11 E:1ii~i J］~ 1~ ：~ 61 4502! 48193. 8 465513. OI 15δ11 6. 0 
66 12434! 891 27. 3じ389211 I I ｜ ｜｜ド｜｜！中
59 113301 501 26. 6凶251113.OI 3271 8. 1 I 
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び Borutau＇》 ｛之ヨード｝JU里及び硝酸ストリ ヒニン1伎
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